
   【200037】 

 
教師冥利に尽きるエッセイ集（https://osaka-kyoiku.ac.jp/_essay/） 

※本エッセイの著作権は国立大学法人大阪教育大学に帰属します。学校等教育機関における教材としての

活用は可能ですが、営利・商用目的でのご利用はご遠慮ください。 

 

 

忘れられない１年間 

小学校 

私は６年生で初めて A さんの担任となった。A さんは低学年から５年生まで登校が数日しかできてい

ない児童だった。まずは A さんと関わりを持ちたいと考え、A さんの保護者とも相談し、A さんの家で

遊ぶことになった。A さんの保護者を通じて、A さんが遊びを楽しんでいたということを知り、それから

は週１～２回、A さんの家で遊ぶようになった。 

６月になってから A さんに笑顔が見られるようになったが、それまで表情はかたいままだった。６月

末のある日、A さんと遊んでいると、「ボール遊びがしたい。」とのことだったが、A さんの家にボールが

なかったため、「学校ならボールがあるから学校でボール遊びする？今の時間なら子どもは誰もいない

よ。」と提案した。「難しいだろうなあ…。」と思いながら提案したが、A さんは「誰もいないんなら行こ

うかな。」と返答し、約１年ぶりに学校へ行くことができた。それから徐々に放課後に遊ぶ場所が A さん

の家から学校へ移っていった。  

２学期に入ると、放課後から私の空き時間にあわせて登校するようになり、週１回の別室登校ができる

ようになった。A さんが別室で登校していることをクラスに伝えると、クラスのみんなが「A さんと話し

たり遊んだりしたい。」と言ってくれた。ただ、そのことを別室で A さんに伝えると、「いい。（いらない。）」

という返答だったため、班の人同士で交流する班ノートを使って友達と交流するという形をとった。 

＜ 班ノートでのやりとり①＞ 

B：B です。A さんの好きなものは何ですか。 

 A：ぼくのすきなものはドラゴンボールです。 

C：おれもドラゴンボールがすきです！教室でいっしょに勉強したりいっしょに遊んだりしたい。  

このようなやりとりを重ねるうちに、A さんの気持ちに変化が見られるようになった。A さんに、「B

さんと C さんが A さんと遊びたがっているけど、どうかな？」と聞くと、「うん。」と返答があり、「呼ん

でも大丈夫？」と再び聞くと頷いた。B さんと C さんが休み時間に別室に来た際、A さんの顔は少しこ

わばっていたが、すぐに打ち解けたようで笑顔が見られた。それからは、別室に B さんや C さん、他の

児童も来て一緒に遊ぶようになった。  

＜班ノートでのやり取り②＞ 

C：A さんといっしょに遊べて楽しい。明日も遊べるかな？ 

A：明日もいく！B さんや C さんと遊びたい。  

 

１２月の終わりには別室で友達と一緒に給食も食べることができた。約３年半ぶりの給食だった。３学
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期に入ってから週３～４日別室登校ができるようになった。クラスのみんなは A さんが登校するのを心

待ちにするようになり、「先生、今日は A さん、来てる？」と毎日のように確認があった。A さんも友達

との関わりが楽しいようで、毎日のように、「明日も学校へ行きたい。」と保護者に伝えていたそうだ。学

校で過ごす時間も私の空き時間だけでなく、２限若しくは３限から給食終わりまでと長くなっていった。  

A さんは、別室だけでなく、教室の外の廊下から授業を受けたり、休み時間にみんな遊びに参加したり

と、クラスのみんなとの関わりも増えていった。クラスが A さんを受け入れ、そして関わりを望んでい

ることが、A さんにも伝わっていたと思う。卒業式に向けての話をクラスにした際には、クラスのみんな

が「A さんと一緒に、みんなで参加したい。」という思いを伝えてくれた。そして、「A さんにも参加でき

るか聞いてみる。」「班ノートにも書いてみる。」と続けて言ってくれた。 

＜班ノートでのやり取り③＞ 

C：卒業式、A さんと一緒に、みんなで参加したいな。A さん、参加できる？ 

A：うん、みんなとのさいごの日やからがんばって参加したい！ 

 

卒業式当日。A さんはみんなと一緒に参加することができた。そして、みんながいる教室に入ることが

できた。  

卒業式が終わってから、A さんが私に手紙をくれた。「先生ありがとう。先生のおかげでこの１年間す

ごく楽しかった。本当にありがとう。」手紙を読んで涙が止まらなかった。そばにいた A さんの保護者も

泣いていた。B さんや C さんたち友達と笑顔で語り合い、写真を撮り合っている A さんの姿はとてもキ

ラキラしていた。A さん、こちらこそ本当にありがとう。A さんと過ごした１年間は一生忘れられない宝

物になった。 


